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４ 平成 年度総務費（スポーツ及び芸術文化分）予算（当初）

単位：千円）

項 目

予 算 額 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

年度 年度
差引増減

（△）

特 定 財 源

一般財源国 庫

支出金
県支出金 地 方 債 そ の 他

１ 総務管理費

保健体育総務費

体育施設費

芸術文化費 △

文化会館費 △

 

平成 年度学校教育行政の方針と施策

第 基本方針

１ 各学校は，地域や児童生徒の実態を的確にとらえるとともに，学習指導要領の趣旨に基づいた人間性豊かな児童

生徒の育成を目指し，創意を生かした特色のある学校づくりの実現に努める。

２ 各学校は，岩手の復興・発展の担い手となる児童生徒を育成することを目的に，全教育活動と関連させながら復

興教育に取り組む。

３ 学力の向上，特別支援教育の充実，小規模少人数教育及び私学の振興など盛岡の教育課題に対応する事業を計画

的，効率的に実施し，市民の要請にこたえるよう努める。

４ 児童生徒の健全な育成を図るため，各校の生徒指導体制を確立し，生徒理解を基盤に据えた指導を展開できるよ

うにする。また，学校，地域，関係機関，団体との連携の強化に努めるとともに，市民の教育上の諸問題や悩みに

ついての教育相談の充実に努める。

５ 米国アーラム大学等学生の留学受け入れ，市内教員及び生徒のアーラム大学派遣を通して国際的視野を広め，国

際人としての意識や資質の向上に努める。

６ 幼児期において，有効適切にその心身の発達を助長することは，人間形成の基盤を培う上で極めて重要であるこ

とから，入園を希望するすべての３･４･５歳児を就園させることを目標とし，就学前教育の普及充実に努める。

７ 児童生徒の健康増進や体力・運動能力の向上を図るよう，学校体育の充実に努める。また，学校体育団体の育成

を図るとともに，小・中学校各種大会の開催支援や派遣支援を行う。

８ 児童生徒の健康の保持増進を図るよう，各種健康診断，環境衛生等学校保健活動の充実に努める。また，学校の

安全管理及び児童生徒の交通事故防止等安全指導の徹底に努める。

９ 安全な食事を提供するために，学校，関連機関との連携を一層深め，学校保健委員会や給食関係職員の研修等を

通じて衛生管理を徹底するとともに，給食設備の計画的な整備を進める。

教育環境の急激な変化に対応し，市立高校として期待される教育目標の実現に向け，独自性や特色ある市立高校

教育改革計画の基本方針に基づき，年度別教育改革計画を策定する。

第２ 主要施策

１ 学力の向上

＜確かな学力の育成＞

① 児童生徒一人一人の達成感の向上を目指した授業改善

② 家庭学習の量と質の向上と読書生活の充実

③ 学力向上推進事業の実施

④ 英語教育・国際理解教育の充実

＜小中一貫教育の推進＞

小中９年間を見通した系統性のある教育課程の編成と実施

＜幼児教育の充実＞

幼稚園と小学校との連携，交流活動の推進

２ 心の教育の充実

＜教育活動全体を通した道徳教育の充実＞
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① 道徳教育諸計画の整備の促進

② 道徳的実践力を育む道徳の時間の充実に向けた指導

③ 資料「私たちの道徳」の効果的な活用に向けた指導

＜生徒指導の充実＞

① 全校体制による組織的生徒指導と教育相談体制の充実

② 不登校・いじめの予防的取組の推進と解消に向けた指導

③ ネット依存やネットトラブルの未然防止に向けた情報モラル指導の強化

＜復興教育の推進＞

① 復興教育諸計画の整備と推進に向けた指導

②「いわての復興教育」副教材の効果的な活用に向けた指導

３ 健康安全教育の充実

＜学校体育の充実＞

体力・運動能力の向上を図る授業の改善と指導助言

＜保健衛生の充実＞

健康教育の理解と啓発の推進

＜安全教育の充実＞

① 通学路や校舎等の安全点検の実施とその改善及び，地域の実態に応じた交通安全教育の充実

② 地域の実態に応じた防災体制・防災教育・防犯体制作りの充実

＜食に関する指導（食育）の推進＞

望ましい食生活や豊かな心を育む食に関する指導（食育）の推進

４ 先人教育・キャリア教育の推進

＜「夢」「誇り」「志」を育む「盛岡の先人教育」の推進＞

① 「盛岡の先人教育」にかかる啓発の推進

② 第２期推進計画に基づく各学校における先人教育の取組の支援

＜発達段階を踏まえた社会的・職業的自立のために必要な能力を育むキャリア教育の推進＞

① 各学校におけるキャリア教育諸計画の整備の推進

② 各学校におけるキャリア教育の取組の支援

５ 特別支援教育の充実

＜特別支援学級・通級指導教室における指導の充実＞

一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実（個別の指導計画作成とその活用の推進）

＜一人一人のニーズに応じた適切な就学支援の推進＞

特別支援教育にかかる相談支援体制の充実

＜特別支援教育についての理解と啓発の推進＞

障がいのある子どもに対する教育や発達障がいについての理解と啓発の推進

６ 教育振興運動の推進

＜教育振興運動 第 次５か年計画の推進＞

家庭・地域社会・学校・行政の連携による読書活動の推進

＜学校と家庭・地域社会が連携した地域に根ざした運動の推進＞

家庭教育充実のための啓発

＜教育振興運動 周年事業の推進及び第 次５か年計画の策定＞

記念誌の編集や記念式典，祝賀会の実施

平成 年度から平成 年度までの５年間の運動の方針等を策定

７ 教育研究・教職員研修・教育相談の充実

＜教職員の資質の向上と指導力の向上＞

① 教育課題の解決に向けた研究の推進

② 教育課題の解決に向けた研修の充実

＜教育課題への支援活動の充実＞

① 個々の課題に応じた教育相談・支援活動の充実

② 教育情報の提供
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① 道徳教育諸計画の整備の促進

② 道徳的実践力を育む道徳の時間の充実に向けた指導

③ 資料「私たちの道徳」の効果的な活用に向けた指導

＜生徒指導の充実＞

① 全校体制による組織的生徒指導と教育相談体制の充実

② 不登校・いじめの予防的取組の推進と解消に向けた指導

③ ネット依存やネットトラブルの未然防止に向けた情報モラル指導の強化

＜復興教育の推進＞

① 復興教育諸計画の整備と推進に向けた指導

②「いわての復興教育」副教材の効果的な活用に向けた指導

３ 健康安全教育の充実

＜学校体育の充実＞

体力・運動能力の向上を図る授業の改善と指導助言

＜保健衛生の充実＞

健康教育の理解と啓発の推進

＜安全教育の充実＞

① 通学路や校舎等の安全点検の実施とその改善及び，地域の実態に応じた交通安全教育の充実

② 地域の実態に応じた防災体制・防災教育・防犯体制作りの充実

＜食に関する指導（食育）の推進＞

望ましい食生活や豊かな心を育む食に関する指導（食育）の推進

４ 先人教育・キャリア教育の推進

＜「夢」「誇り」「志」を育む「盛岡の先人教育」の推進＞

① 「盛岡の先人教育」にかかる啓発の推進

② 第２期推進計画に基づく各学校における先人教育の取組の支援

＜発達段階を踏まえた社会的・職業的自立のために必要な能力を育むキャリア教育の推進＞

① 各学校におけるキャリア教育諸計画の整備の推進

② 各学校におけるキャリア教育の取組の支援

５ 特別支援教育の充実

＜特別支援学級・通級指導教室における指導の充実＞

一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実（個別の指導計画作成とその活用の推進）

＜一人一人のニーズに応じた適切な就学支援の推進＞

特別支援教育にかかる相談支援体制の充実

＜特別支援教育についての理解と啓発の推進＞

障がいのある子どもに対する教育や発達障がいについての理解と啓発の推進

６ 教育振興運動の推進

＜教育振興運動 第 次５か年計画の推進＞

家庭・地域社会・学校・行政の連携による読書活動の推進

＜学校と家庭・地域社会が連携した地域に根ざした運動の推進＞

家庭教育充実のための啓発

＜教育振興運動 周年事業の推進及び第 次５か年計画の策定＞

記念誌の編集や記念式典，祝賀会の実施

平成 年度から平成 年度までの５年間の運動の方針等を策定

７ 教育研究・教職員研修・教育相談の充実

＜教職員の資質の向上と指導力の向上＞

① 教育課題の解決に向けた研究の推進

② 教育課題の解決に向けた研修の充実

＜教育課題への支援活動の充実＞

① 個々の課題に応じた教育相談・支援活動の充実

② 教育情報の提供

 

学校保健統計

１ 児童・生徒の平均体位（平成 年度）

区 分
身 長（ ） 体 重（ ） 座 高（ ）

全国 県 市 全国 県 市 全国 県 市

小学校

年
男

女

年
男

女

年
男

女

年
男

女

年
男

女

年
男

女

中学校

年
男

女

年
男

女

年
男

女

注）※全国・県は平成 年度統計結果

２ 小・中学校心臓検診結果（平成 年度）

（１）一次検診 （単位：人）

区 分
検査人数 有所見者数

年 年以上 計 年 年以上 計

小学校

中学校

合 計

（２）最終結果 （単位：人）

区 分
検査人数 有所見者数

年 年以上 計 年 年以上 計

小学校

中学校

合 計

注）※ 年は学校保健法による対象者（心電図検査） 年以上は内科検診による対象者。

３ 小・中学校・幼稚園尿検査受診者数（平成 年度） （単位：人）

区 分 一次検査 二次検査

小学校

中学校

幼稚園
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４ 日本スポーツ振興センター災害発生給付状況（平成 年度）

区 分 小学校 中学校 市立高校 市立幼稚園 合 計

加入者数（人）

医療費
給付件数（件）

給付額（円）

件当たり平均給付額（円）

５ 学校給食実施状況（平成 年度）

（１）小学校完全給食

学校名 給食回数
米飯回数 人当たり年間給食費 人 食当たり給食費

年 週 （円） （円）

仁 王 回 回 回

城 南 回 回 回

桜 城 回 回 回

厨 川 回 回 回

仙 北 回 回 回

杜 陵 回 回 回

山 岸 回 回 回

大慈寺 回 回 回

米 内 回 回 回

土 淵 回 回 回

中 野 回 回 回

本 宮 回 回 回

青 山 回 回 回

北厨川 回 回 回

河 北 回 回 回

上 田 回 回 回

山 王 回 回 回

川 目 回 回 回

緑が丘 回 回 回

太 田 回 回 回

太田東 回 回 回

繋 回 回 回

城 北 回 回 回

大 新 回 回 回

松 園 回 回 回

月が丘 回 回 回

高 松 回 回 回

東松園 回 回 回

北松園 回 回 回

都
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

見 前 回 回 回

飯 岡 回 回 回

羽 場 回 回 回

永 井 回 回 回

手代森 回 回 回

津志田 回 回 回

見前南 回 回 回

都南東 回 回 回
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４ 日本スポーツ振興センター災害発生給付状況（平成 年度）

区 分 小学校 中学校 市立高校 市立幼稚園 合 計

加入者数（人）

医療費
給付件数（件）

給付額（円）

件当たり平均給付額（円）

５ 学校給食実施状況（平成 年度）

（１）小学校完全給食

学校名 給食回数
米飯回数 人当たり年間給食費 人 食当たり給食費

年 週 （円） （円）

仁 王 回 回 回

城 南 回 回 回

桜 城 回 回 回

厨 川 回 回 回

仙 北 回 回 回

杜 陵 回 回 回

山 岸 回 回 回

大慈寺 回 回 回

米 内 回 回 回

土 淵 回 回 回

中 野 回 回 回

本 宮 回 回 回

青 山 回 回 回

北厨川 回 回 回

河 北 回 回 回

上 田 回 回 回

山 王 回 回 回

川 目 回 回 回

緑が丘 回 回 回

太 田 回 回 回

太田東 回 回 回

繋 回 回 回

城 北 回 回 回

大 新 回 回 回

松 園 回 回 回

月が丘 回 回 回

高 松 回 回 回

東松園 回 回 回

北松園 回 回 回

都
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

見 前 回 回 回

飯 岡 回 回 回

羽 場 回 回 回

永 井 回 回 回

手代森 回 回 回

津志田 回 回 回

見前南 回 回 回

都南東 回 回 回

 

向中野 回 回 回

玉
山
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

玉 山 回 回 回

城 内 回 回 回

渋 民 回 回 回

生 出 回 回 回

巻 堀 回 回 回

好 摩 回 回 回

合 計
平均 平均 平均 平均 平均

回 回 回

（２）中学校完全給食

学校名 給食回数
米 飯 回 数 人当たり年間給食費 人 食当たり給食費

年 週 （円） （円）

土 淵 回 回 回

繋 回 回 回

都
南
給
食

見 前 回 回 回

飯 岡 回 回 回

乙 部 回 回 回

見前南 回 回 回

玉
山
給
食

玉 山 回 回 回

渋 民 回 回 回

巻 堀 回 回 回

合 計
平均 平均 平均 平均 平均

回 回 回 ．

（３）中学校ミルク給食

学校名 給食回数 人当たり年間給食費（円） 人 食当たり給食費（円）

下 橋

下小路

厨 川

上 田

河 南

仙 北

大 宮

米 内

黒石野

城 西

城 東

北 陵

松 園

北松園

合 計
平均 平均 平均
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（４）中学校選択制給食

学校名 給食回数 食当たり給食費（円）

下橋

厨川

上田

黒石野

松園

北松園

合 計
平均 平均
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（４）中学校選択制給食

学校名 給食回数 食当たり給食費（円）

下橋

厨川

上田

黒石野

松園

北松園

合 計
平均 平均

 

児童・生徒数の推移（市立小・中学校）
（単位：人）

年 度
小 学 校 中 学 校

合 計
男 女 計 男 女 計

平成元年度

注）平成４年度都南村合併 平成 年 月 日玉山村合併

教職員の構成（平成 年 月 日現在）

（単位：人）

区 分

県費負担教職員（現員）

校長 副校長 教諭等 養護教諭
栄養教諭・

栄養職員
事務職員

小学校

中学校

計

注 教諭には加配講師を含む。 

特別支援学級設置一覧表（平成 年 月 日現在）

１ 小学校

校 名 種 別 学級数 児童数（人） 開設年度

仁 王

知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

弱視 平

城 南
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭
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厨 川
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

仙 北 知的障がい 昭

山 岸
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

大慈寺
病虚弱 昭

知的障がい 平

中 野 知的障がい 平

本 宮
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

青 山
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

北厨川 自閉症・情緒障がい 平

河 北
肢体不自由 昭

知的障がい 昭

山 王 自閉症・情緒障がい 平

太田東 知的障がい 平

城 北
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

大 新
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

松 園
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

月が丘
自閉症・情緒障がい 平

知的障がい 平

高 松 自閉症・情緒障がい 平

東松園 知的障がい 平

見 前 知的障がい 昭

飯 岡
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

羽 場 自閉症・情緒障がい 平

永 井 知的障がい 平

手代森 自閉症・情緒障がい 平

津志田

知的障がい 昭

難聴 昭

自閉症・情緒障がい 平

都南東
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

北松園 自閉症・情緒障がい 平

渋 民
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

巻 堀 知的障がい 平

好 摩 自閉症・情緒障がい 平

向中野 自閉症・情緒障がい 平

計
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厨 川
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

仙 北 知的障がい 昭

山 岸
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

大慈寺
病虚弱 昭

知的障がい 平

中 野 知的障がい 平

本 宮
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

青 山
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

北厨川 自閉症・情緒障がい 平

河 北
肢体不自由 昭

知的障がい 昭

山 王 自閉症・情緒障がい 平

太田東 知的障がい 平

城 北
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

大 新
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

松 園
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

月が丘
自閉症・情緒障がい 平

知的障がい 平

高 松 自閉症・情緒障がい 平

東松園 知的障がい 平

見 前 知的障がい 昭

飯 岡
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

羽 場 自閉症・情緒障がい 平

永 井 知的障がい 平

手代森 自閉症・情緒障がい 平

津志田

知的障がい 昭

難聴 昭

自閉症・情緒障がい 平

都南東
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

北松園 自閉症・情緒障がい 平

渋 民
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

巻 堀 知的障がい 平

好 摩 自閉症・情緒障がい 平

向中野 自閉症・情緒障がい 平

計

 

２ 中学校

校 名 種 別 学級数 生徒数（人） 開設年度

下 橋
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 昭

下小路
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

厨 川
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

上 田
知的障がい 昭

肢体不自由 昭

河 南 知的障がい 平

大 宮 知的障がい 平

北 陵
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

松 園 知的障がい 平

見 前
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

飯 岡
自閉症・情緒障がい 平

知的障がい 平

乙 部
知的障がい 平

自閉症・情緒障がい 平

渋 民
知的障がい 昭

自閉症・情緒障がい 平

巻 堀 知的障がい 平

計

３ 通級指導等

区 分 学校名 教室名 開設年度

小学校

桜 城 言語障がい幼児教室 昭

杜 陵 言語障がい幼児教室 昭

桜 城 通級指導教室（言語） 平

杜 陵 通級指導教室（言語） 平

青 山 通級指導教室（言語） 平

手代森 通級指導教室（言語） 平

津志田 通級指導教室（言語） 平

好 摩 通級指導教室（言語） 平

桜 城 通級指導教室（難聴） 平

厨 川 通級指導教室（ＬＤ等） 平

青 山 通級指導教室（ＬＤ等） 平

津志田 通級指導教室（ＬＤ等） 平

中学校 下 橋 通級指導教室（難聴） 平
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文部科学省・県教委・市教委 研究指定校及び自主公開校

学校名 指定区分 指定年度 教科等 公開期日

土 淵小学校

土 淵中学校
市 ～ 小中一貫教育 年度

巻 堀中学校

巻 堀小学校

好 摩小学校

市 ～ 小中一貫教育 月９日（金）

仁 王小学校 市 教育課程一般（学力向上） ６月 日（金）

上 田中学校 市 教育課程一般（学力向上） ７月３日（金）

見 前中学校

見 前小学校

津志田小学校

市 ～ 小中一貫教育 年度

飯 岡中学校 市 ～ 教育課程一般（学力向上） 年度

北 陵中学校

北厨川小学校

城 北小学校

月が丘小学校

市 ～ 小中一貫教育 年度

松 園中学校 市 ～ 教育課程一般（学力向上） 年度

城 南小学校 自主 － 国語，特別支援教育 月 日（木）

仙 北中学校

仙 北小学校

東北地区算数数学教育

研究大会 
－ 算数・数学

月 日（木）～

月 日（金）

高 松小学校 岩手県教育相談研究会 － 教育相談 月 日（金）

緑が丘小学校
東北地区小学校特別活動

研究協議会岩手大会 
－ 特別活動 月６日（金）

仁 王小学校
北海道・東北小家庭研究

大会 
－ 家庭 月 日（金）

河 北小学校 国立教育政策研究所 ～
教育課程研究指定事業
（道徳）

－
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文部科学省・県教委・市教委 研究指定校及び自主公開校

学校名 指定区分 指定年度 教科等 公開期日

土 淵小学校

土 淵中学校
市 ～ 小中一貫教育 年度

巻 堀中学校

巻 堀小学校

好 摩小学校

市 ～ 小中一貫教育 月９日（金）

仁 王小学校 市 教育課程一般（学力向上） ６月 日（金）

上 田中学校 市 教育課程一般（学力向上） ７月３日（金）

見 前中学校

見 前小学校

津志田小学校

市 ～ 小中一貫教育 年度

飯 岡中学校 市 ～ 教育課程一般（学力向上） 年度

北 陵中学校

北厨川小学校

城 北小学校

月が丘小学校

市 ～ 小中一貫教育 年度

松 園中学校 市 ～ 教育課程一般（学力向上） 年度

城 南小学校 自主 － 国語，特別支援教育 月 日（木）

仙 北中学校

仙 北小学校

東北地区算数数学教育

研究大会 
－ 算数・数学

月 日（木）～

月 日（金）

高 松小学校 岩手県教育相談研究会 － 教育相談 月 日（金）

緑が丘小学校
東北地区小学校特別活動

研究協議会岩手大会 
－ 特別活動 月６日（金）

仁 王小学校
北海道・東北小家庭研究

大会 
－ 家庭 月 日（金）

河 北小学校 国立教育政策研究所 ～
教育課程研究指定事業
（道徳）

－

 

平成 年度学校施設整備計画

平成 年度は，耐震補強事業を実施するほか，小学校整備事業として，向中野小学校，土淵小・中学校一貫教育導入

に向けての施設整備等，中学校整備事業として，巻堀中学校，仙北中学校，城東中学校，城西中学校の施設整備等を実

施し，教育環境の整備に努める。

１ 施設整備計画

（１）小学校

① 耐震補強事業

仁王小校舎，桜城小屋体，厨川小校舎，仙北小屋体，米内小屋体，土淵小校舎，中野小校舎，本宮小校舎，青山

小校舎，北厨川小校舎，緑が丘小屋体，太田東小木造校舎，大新小校舎，松園小校舎・屋体，月が丘小校舎，高

松小校舎，見前小屋体，玉山小校舎，生出小校舎

② 土淵小・中学校一貫教育導入施設整備事業

③ 向中野小学校施設整備事業

④ 再生可能エネルギー等導入事業（山王小，北松園小，好摩小）

⑤ プール改修事業（土淵小）

⑥ 学校施設等整備事業

本宮小学校校舎屋根塗装工事

⑦ 教材器具，学校図書館図書の整備

（２）中学校

① 耐震補強事業

下小路中校舎・屋体，繋中校舎，北陵中校舎，松園中校舎

② 城東中学校校舎改築事業（グラウンド整備工事）

③ 巻堀中学校施設整備事業

④ 仙北中学校施設整備事業

⑤ 城西中学校屋内運動場改築事業

⑥ 再生可能エネルギー等導入事業（見前中）

⑦ 学校施設等整備事業

上田中学校校舎屋根塗装工事

⑧ 教材器具，学校図書館図書の整備

２ 校舎等の構造区分別整備状況（平成 年４月１日現在）

（単位：㎡，％）

区 分

構 造 区 分

鉄筋コンクリート
（鉄骨） （木造） 計

小学校
校舎 （ ） （ ） （ ） （ ）

屋内運動場 （ ） （ ） （ ） （ ）

中学校

校舎 （ ） （ ） （ ） （ ）

屋内運動場 （ ） （ ） （ ） （ ）

柔剣道場 （ ） （ ） （ ）

クラブハウス （ ） （ ）

高等学校

校舎 （ ） （ ） （ ）

屋内運動場 （ ） （ ）

柔剣道場 （ ） （ ）

幼稚園 園舎 （ ） （ ） （ ）

注）（ ）内は，構造区分の計に対する割合を表す。 
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市立学校一覧

１ 小学校

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

学校名 校長名 学級数 児童数（人） 所在地 電 話 創立年月

仁 王 多 田 英 史 （ ） （ ） 本町通二丁目 － － 明 年 月

城 南 星 俊 也 （ ） （ ） 若園町 － － 明 年 月

桜 城 深 田 好 昭 大通三丁目 － － 明 年 月

厨 川 高 橋 秀 治 （ ） （ ） 前九年一丁目 － － 明 年 月

仙 北 石 川 正 明 （ ） （ ） 仙北二丁目 － － 大 年 月

杜 陵 佐 賀 敏 子 肴町 － － 昭 年 月

山 岸 柳 村 栄 （ ） （ ） 山岸二丁目 － － 昭 年 月

大慈寺 府 金 良 夫 （ ） （ ） 大慈寺町 － － 昭 年 月

米 内 上 山 光 博 上米内字米内沢 － － 明 年 月

土 淵 佐々木 健 土淵字幅 － － 明 年 月

中 野 安 達 裕 司 （ ） （ ） 中野二丁目 － － 明 年 月

本 宮 谷地畝 稔 視 （ ） （ ） 本宮二丁目 － － 明 年 月

青 山 山 本 繁 （ ） （ ） 青山二丁目 － － 昭 年 月

北厨川 佐々木 幸 彦 （ ） （ ） 厨川三丁目 － － 昭 年 月

河 北 千 葉 亨 （ ） （ ） 長田町 － － 昭 年 月

上 田 洞 口 保 雄 上田三丁目 － － 昭 年 月

山 王 藤 谷 真紀子 （ ） （ ） 小杉山 － － 昭 年 月

川 目 村 中 ゆり子 川目第 地割 － 明 年 月

緑が丘 熊 谷 哲 也
【うち北杜 】 【うち北杜 】

黒石野一丁目 － － 明 年 月

太 田 菅 原 文 彦 上太田上吉本 － － 明 年 月

太田東 佐 藤 誠 喜 （ ） （ ） 上太田上野屋敷 － － 昭 年 月

◎繋 小 原 正 弘 繋字舘市 － － 明 年 月

城 北 古 玉 忠 昭 （ ） （ ） みたけ三丁目 － － 昭 年 月

大 新 山 内 昭 （ ） （ ） 南青山町 － － 昭 年 月

松 園 阿 部 幸 子 （ ） （ ） 松園三丁目 － － 昭 年 月

月が丘 中 村 説 子 （ ） （ ） 滝沢市穴口 － 昭 年 月

高 松 川 上 良 治 （ ） （ ） 上田堤二丁目 － － 昭 年 月

東松園 太 田 勝 浩 （ ） （ ） 東松園二丁目 － － 昭 年 月

見 前 加 藤 孔 子 （ ） （ ） 西見前 地割 － － 明 年 月

飯 岡 佐々木 彩 子 （ ） （ ） 下飯岡 地割 － 明 年 月

羽 場 藤 澤 都 （ ） （ ） 羽場 地割 － － 昭 年 月

永 井 佐々木 勝 広 （ ） （ ） 永井 地割 － 明 年 月

手代森 田 山 英 治 （ ） （ ） 手代森 地割 － 明 年 月

津志田 仁昌寺 真 一 （ ） （ ） 津志田中央一丁目 － 昭 年 月

見前南 山 崎 伸 一 西見前 地割 － 昭 年 月

都南東 佐 藤 淳 子 （ ） （ ） 乙部 地割 － － 平 年 月

北松園 佐 藤 茂 （ ） （ ） 北松園二丁目 － － 平 年 月

玉 山 田 中 淳 玉山区日戸字市の坪 － 明 年 月

城 内 作 山 文 康 玉山区玉山字田畑 － 明 年 月

渋 民 田 口 秀 樹 （ ） （ ） 玉山区渋民字鶴塚 － 明 年 月

生 出 早 川 幸 男 玉山区下田字仲平 － 昭 年 月

巻 堀 山 口 道 明 （ ） （ ） 玉山区巻堀字巻堀 － 明 年 月

好 摩 小山田 秀 次 （ ） （ ） 玉山区好摩字夏間木 － 昭 年 月

向中野 尾 澤 厚 子 （ ） （ ） 向中野二丁目 － 平 年 月

合 計 （ ） （ ）

注 ）◎印（繋小）は，小・中併設校。

注 ）学級数 児童数の（ ）内は，特別支援学級を示し内数。

注 ）緑が丘小学校の学級数及び児童数には，緑が丘小学校北杜分校教室分を含む。

注 ）校長名は，平成 年５月１日現在の職員名。
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市立学校一覧

１ 小学校

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

学校名 校長名 学級数 児童数（人） 所在地 電 話 創立年月

仁 王 多 田 英 史 （ ） （ ） 本町通二丁目 － － 明 年 月

城 南 星 俊 也 （ ） （ ） 若園町 － － 明 年 月

桜 城 深 田 好 昭 大通三丁目 － － 明 年 月

厨 川 高 橋 秀 治 （ ） （ ） 前九年一丁目 － － 明 年 月

仙 北 石 川 正 明 （ ） （ ） 仙北二丁目 － － 大 年 月

杜 陵 佐 賀 敏 子 肴町 － － 昭 年 月

山 岸 柳 村 栄 （ ） （ ） 山岸二丁目 － － 昭 年 月

大慈寺 府 金 良 夫 （ ） （ ） 大慈寺町 － － 昭 年 月

米 内 上 山 光 博 上米内字米内沢 － － 明 年 月

土 淵 佐々木 健 土淵字幅 － － 明 年 月

中 野 安 達 裕 司 （ ） （ ） 中野二丁目 － － 明 年 月

本 宮 谷地畝 稔 視 （ ） （ ） 本宮二丁目 － － 明 年 月

青 山 山 本 繁 （ ） （ ） 青山二丁目 － － 昭 年 月

北厨川 佐々木 幸 彦 （ ） （ ） 厨川三丁目 － － 昭 年 月

河 北 千 葉 亨 （ ） （ ） 長田町 － － 昭 年 月

上 田 洞 口 保 雄 上田三丁目 － － 昭 年 月

山 王 藤 谷 真紀子 （ ） （ ） 小杉山 － － 昭 年 月

川 目 村 中 ゆり子 川目第 地割 － 明 年 月

緑が丘 熊 谷 哲 也
【うち北杜 】 【うち北杜 】

黒石野一丁目 － － 明 年 月

太 田 菅 原 文 彦 上太田上吉本 － － 明 年 月

太田東 佐 藤 誠 喜 （ ） （ ） 上太田上野屋敷 － － 昭 年 月

◎繋 小 原 正 弘 繋字舘市 － － 明 年 月

城 北 古 玉 忠 昭 （ ） （ ） みたけ三丁目 － － 昭 年 月

大 新 山 内 昭 （ ） （ ） 南青山町 － － 昭 年 月

松 園 阿 部 幸 子 （ ） （ ） 松園三丁目 － － 昭 年 月

月が丘 中 村 説 子 （ ） （ ） 滝沢市穴口 － 昭 年 月

高 松 川 上 良 治 （ ） （ ） 上田堤二丁目 － － 昭 年 月

東松園 太 田 勝 浩 （ ） （ ） 東松園二丁目 － － 昭 年 月

見 前 加 藤 孔 子 （ ） （ ） 西見前 地割 － － 明 年 月

飯 岡 佐々木 彩 子 （ ） （ ） 下飯岡 地割 － 明 年 月

羽 場 藤 澤 都 （ ） （ ） 羽場 地割 － － 昭 年 月

永 井 佐々木 勝 広 （ ） （ ） 永井 地割 － 明 年 月

手代森 田 山 英 治 （ ） （ ） 手代森 地割 － 明 年 月

津志田 仁昌寺 真 一 （ ） （ ） 津志田中央一丁目 － 昭 年 月

見前南 山 崎 伸 一 西見前 地割 － 昭 年 月

都南東 佐 藤 淳 子 （ ） （ ） 乙部 地割 － － 平 年 月

北松園 佐 藤 茂 （ ） （ ） 北松園二丁目 － － 平 年 月

玉 山 田 中 淳 玉山区日戸字市の坪 － 明 年 月

城 内 作 山 文 康 玉山区玉山字田畑 － 明 年 月

渋 民 田 口 秀 樹 （ ） （ ） 玉山区渋民字鶴塚 － 明 年 月

生 出 早 川 幸 男 玉山区下田字仲平 － 昭 年 月

巻 堀 山 口 道 明 （ ） （ ） 玉山区巻堀字巻堀 － 明 年 月

好 摩 小山田 秀 次 （ ） （ ） 玉山区好摩字夏間木 － 昭 年 月

向中野 尾 澤 厚 子 （ ） （ ） 向中野二丁目 － 平 年 月

合 計 （ ） （ ）

注 ）◎印（繋小）は，小・中併設校。

注 ）学級数 児童数の（ ）内は，特別支援学級を示し内数。

注 ）緑が丘小学校の学級数及び児童数には，緑が丘小学校北杜分校教室分を含む。

注 ）校長名は，平成 年５月１日現在の職員名。

 

〔 表－２ 〕

学校名
校地面積

（㎡）

校舎面積（㎡） 屋内運動

場

（㎡）

教室数（室）

ﾌﾟｰﾙ
計 普通 特別 計

仁 王 ○

城 南 ○

桜 城 ○

厨 川 ○

仙 北 ○

杜 陵 ○

山 岸 ○

大慈寺 ○

米 内 ○

土 淵 ○

中 野 ○

本 宮 ○

青 山 ○

北厨川 ○

河 北 ○

上 田 ○

山 王 ○

川 目 ○

緑が丘 ○

太 田 ○

太田東 ○

繋 ○

城 北 ○

大 新 ○

松 園 ○

月が丘 ○

高 松 ○

東松園 ○

見 前 ○

飯 岡 ○

羽 場 ○

永 井 ○

手代森 ○

津志田 ○

見前南 ○

都南東 ○

北松園 ○

玉 山

城 内

渋 民

生 出 ○

巻 堀 ○

好 摩 ○

向中野 ○

合 計
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２ 中学校

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

学校名 学校長名 学級数 生徒数（人） 所在地 電 話 創立年月

下 橋 高 橋 清 之 （ ） （ ） 馬場町 － － 明 年 月

下小路 佐々木 篤 （ ） （ ） 愛宕町 － － 昭 年 月

厨 川 田 澤 豊 （ ） （ ） 青山二丁目 － － 昭 年 月

上 田 佐 藤 嘉 彦 （ ） （ ） 上田二丁目 － － 昭 年 月

河 南 菅 原 正 弘 （ ） （ ） 茶畑二丁目 － － 昭 年 月

仙 北 川 村 孝 一 仙北三丁目 － － 昭 年 月

大 宮 田 村 忠 （ ） （ ） 本宮字大宮 － － 昭 年 月

米 内 髙 田 満 桜台二丁目 － － 昭 年 月

土 淵 松井端 巧 土淵字幅 － － 昭 年 月

黒石野 佐々木 裕 黒石野三丁目 － － 昭 年 月

北杜分校 厨川二丁目 － 平 年 月

◎繋 小 原 正 弘 繋字舘市 － － 昭 年 月

城 西 平 澤 千麻子 城西町 － － 昭 年 月

城 東 吉 田 昌 陽 東新庄一丁目 － － 昭 年 月

北 陵 下 町 晃 司 （ ） （ ） 滝沢市穴口 － 昭 年 月

松 園 杉 本 勉 （ ） （ ） 東松園二丁目 － － 昭 年 月

見 前 佐 藤 精 晋 （ ） （ ） 津志田 地割 － 昭 年 月

飯 岡 伊 藤 隆 （ ） （ ） 下飯岡 地割 － － 昭 年 月

乙 部 佐 藤 雄 心 （ ） （ ） 黒川 地割 － 昭 年 月

見前南 早 坂 將 西見前 地割 － 昭 年 月

北松園 髙 橋 康 文 北松園四丁目 － － 平 年 月

玉 山 根 田 真 江 玉山区日戸字鷹高 － 昭 年 月

渋 民 岩 崎 雅 司 （ ） （ ） 玉山区下田字下田 － 昭 年 月

巻 堀 伊 東 健 （ ） （ ） 玉山区好摩字夏間木 － 昭 年 月

合 計 （ ） （ ）

注 ）◎印（繋中）は，小・中併設校。

注 ）学級数 生徒数の（ ）内は，特別支援学級を示し内数。

〔 表－２ 〕

学校名
校地面積

（㎡）

校舎面積（㎡） 屋内運

動場

（㎡）

柔剣道場

（㎡）

クラブ

ハウス

（㎡）

教室数（室）

ﾌﾟｰﾙ
計

普

通

特

別
計

下 橋 ○

下小路 ○

厨 川 ○

上 田 ○

河 南 ○

仙 北 ○

大 宮 ○

米 内 ○

土 淵 ※

黒石野 ○

繋 ※ ※

城 西 ○

城 東 ○

北 陵 ○

松 園 ○

見 前 ○

飯 岡 ○

乙 部 ○

見前南 ○

北松園 ○

玉 山 ○

渋 民
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２ 中学校

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

学校名 学校長名 学級数 生徒数（人） 所在地 電 話 創立年月

下 橋 高 橋 清 之 （ ） （ ） 馬場町 － － 明 年 月

下小路 佐々木 篤 （ ） （ ） 愛宕町 － － 昭 年 月

厨 川 田 澤 豊 （ ） （ ） 青山二丁目 － － 昭 年 月

上 田 佐 藤 嘉 彦 （ ） （ ） 上田二丁目 － － 昭 年 月

河 南 菅 原 正 弘 （ ） （ ） 茶畑二丁目 － － 昭 年 月

仙 北 川 村 孝 一 仙北三丁目 － － 昭 年 月

大 宮 田 村 忠 （ ） （ ） 本宮字大宮 － － 昭 年 月

米 内 髙 田 満 桜台二丁目 － － 昭 年 月

土 淵 松井端 巧 土淵字幅 － － 昭 年 月

黒石野 佐々木 裕 黒石野三丁目 － － 昭 年 月

北杜分校 厨川二丁目 － 平 年 月

◎繋 小 原 正 弘 繋字舘市 － － 昭 年 月

城 西 平 澤 千麻子 城西町 － － 昭 年 月

城 東 吉 田 昌 陽 東新庄一丁目 － － 昭 年 月

北 陵 下 町 晃 司 （ ） （ ） 滝沢市穴口 － 昭 年 月

松 園 杉 本 勉 （ ） （ ） 東松園二丁目 － － 昭 年 月

見 前 佐 藤 精 晋 （ ） （ ） 津志田 地割 － 昭 年 月

飯 岡 伊 藤 隆 （ ） （ ） 下飯岡 地割 － － 昭 年 月

乙 部 佐 藤 雄 心 （ ） （ ） 黒川 地割 － 昭 年 月

見前南 早 坂 將 西見前 地割 － 昭 年 月

北松園 髙 橋 康 文 北松園四丁目 － － 平 年 月

玉 山 根 田 真 江 玉山区日戸字鷹高 － 昭 年 月

渋 民 岩 崎 雅 司 （ ） （ ） 玉山区下田字下田 － 昭 年 月

巻 堀 伊 東 健 （ ） （ ） 玉山区好摩字夏間木 － 昭 年 月

合 計 （ ） （ ）

注 ）◎印（繋中）は，小・中併設校。

注 ）学級数 生徒数の（ ）内は，特別支援学級を示し内数。

〔 表－２ 〕

学校名
校地面積

（㎡）

校舎面積（㎡） 屋内運

動場

（㎡）

柔剣道場

（㎡）

クラブ

ハウス

（㎡）

教室数（室）

ﾌﾟｰﾙ
計

普

通

特

別
計

下 橋 ○

下小路 ○

厨 川 ○

上 田 ○

河 南 ○

仙 北 ○

大 宮 ○

米 内 ○

土 淵 ※

黒石野 ○

繋 ※ ※

城 西 ○

城 東 ○

北 陵 ○

松 園 ○

見 前 ○

飯 岡 ○

乙 部 ○

見前南 ○

北松園 ○

玉 山 ○

渋 民

 

巻 堀

合 計

注１）屋内運動場の欄※印（繋中），プールの欄※印（土淵中・繋中）は，小学校施設を併用。

３ 高等学校

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

学校名 学校長名 学科
学級数 生徒数

（人）
所在地 電 話 創立年月

年 年 年

盛岡市立

高等学校
小笠原 健一郎

普通科

上太田上川原 － 大 年 月商業科

英語科

〔 表－２ 〕

校地面積

（㎡）

校舎面積（㎡）
屋内運動場

（㎡）

柔剣道場

（㎡）

クラブハ

ウス

（㎡）

教室数（室）

ﾌﾟｰﾙ
計 普通 特別 計

○

４ 幼稚園

〔 表－１ 〕 （平成 年 月 日現在）

幼稚園名 園長名 学級数
園児数

（人）
所在地 電 話 創立年月

太 田 佐々木 恵理子 上太田吉本 － 昭 年 月

米 内 林 勢津子 上米内字米内沢 － 昭 年 月

つなぎ 小 原 正 弘 繋字舘市 － － 昭 年 月

好 摩 小野寺 正 彦 玉山区好摩字上山 － － 昭 年 月

合 計

〔 表－２ 〕

幼稚園名
校地面積

（㎡）

園舎面積（㎡）
教室数（室） 備 考

校舎（ ･ ） 遊戯室（ ） 計

太 田 平成 年度 歳児保育

米 内 平成 年度 歳児保育

つなぎ 平成 年度 歳児保育

好 摩 平成 年度 歳児保育

合 計
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教育研究所

１ 盛岡市教育研究所事業推進の基本方針

教育の改善・向上を図るため盛岡市教育振興基本計画並びに教育研究所の設置の目的に基づき教育研

究所の事業を推進する。

（１）学校教育をはじめとして家庭・地域社会が直面している実践上の課題を取り上げ，教育実践に結

びついた調査研究を推進し，その成果の普及を図り，教育の質的向上に努める。

（２）今日的な学校教育課題の解決や日々の教育実践に必要な教職専門者としての品性や社会性及び専

門性を培う研修を行い，教職員の資質向上に努める。

（３）市民・保護者・教職員・児童生徒の直面するさまざまな教育問題に対して教育相談を行い，その

改善・解決を図るよう援助活動を推進する。

（４）教育に関する資料の収集・整備・活用及び教育情報発行等の充実を図り，教職員の研究・研修活

動に対する資料の提供に努める。

２ 平成 年度の運営の重点

（１）教育課題の解決に向けた研究の推進 専門研究員研究・研究員研究・委託研究の内容の充実を図る）

・基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，それらを活用して思考力，判断力，表現力等の能

力をはぐくむための具体的な授業改善の在り方を明らかにする。

・学校における「情報モラル教育」「キャリア教育」「体力向上」について実践的な研究を推進する｡

・特色ある学校づくりを推進する学校や研究団体に，研究を委託する。

（２）教育課題の解決に向けた研修の充実 教職員の資質の向上と指導力の育成を図る研修会を推進す

る

・一般研修・コンピュータ研修を通して，専門職としての資質の向上を図る。

・公開講座を開催し，教育課題の解決に資するとともに教職員の指導力の向上を図る。

・研究発表大会を開催し，研究の成果を広く発表し，その普及を図る。

・小中学校教育相談担当者研修会を開催し，不登校児童生徒等への対応について研修を深める。

（３）教育相談に応じた指導・援助活動の充実 保護者・児童生徒・教職員及び市民の教育に関する相談

に応じ課題解決に向けての援助を行う

・電話・来室相談に対応し，相談者の課題解決に向けての援助活動を行う。

・幼児の教育相談や就学に関する相談について，適切な援助活動を行う。

・適応指導教室「ひろばモリーオ」では，不登校児童生徒の学校復帰に向けて，学校との連携を密に

するとともに 「モリーオ見学会」を開催し，保護者に対して相談・援助活動を行う。

・「モリーオ通信」を発行し，教育相談情報の発信に努める。

（４）教育情報の提供 教育に関する資料及び情報の収集・整備・提供の充実を図る

・ＮＲＴや学習定着度状況調査の結果を各学校に提供する。

・所報「こずかた」を発行し，積極的な教育情報の発信に努める。

・研究所所蔵の教育資料や教育情報の整備に努め，提供サ－ビスの充実を図る。

３ 本年度の事業

（１）研究事業

ア 専門研究員研究等
研究主題 研究の内容

保護者の子育て意識に関する調査研究 保護者の意識に関する調査を実施し，その傾向を明らかにする。（Ｈ

・ 年度等との比較）
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教育研究所

１ 盛岡市教育研究所事業推進の基本方針

教育の改善・向上を図るため盛岡市教育振興基本計画並びに教育研究所の設置の目的に基づき教育研

究所の事業を推進する。

（１）学校教育をはじめとして家庭・地域社会が直面している実践上の課題を取り上げ，教育実践に結

びついた調査研究を推進し，その成果の普及を図り，教育の質的向上に努める。

（２）今日的な学校教育課題の解決や日々の教育実践に必要な教職専門者としての品性や社会性及び専

門性を培う研修を行い，教職員の資質向上に努める。

（３）市民・保護者・教職員・児童生徒の直面するさまざまな教育問題に対して教育相談を行い，その

改善・解決を図るよう援助活動を推進する。

（４）教育に関する資料の収集・整備・活用及び教育情報発行等の充実を図り，教職員の研究・研修活

動に対する資料の提供に努める。

２ 平成 年度の運営の重点

（１）教育課題の解決に向けた研究の推進 専門研究員研究・研究員研究・委託研究の内容の充実を図る）

・基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，それらを活用して思考力，判断力，表現力等の能

力をはぐくむための具体的な授業改善の在り方を明らかにする。

・学校における「情報モラル教育」「キャリア教育」「体力向上」について実践的な研究を推進する｡

・特色ある学校づくりを推進する学校や研究団体に，研究を委託する。

（２）教育課題の解決に向けた研修の充実 教職員の資質の向上と指導力の育成を図る研修会を推進す

る

・一般研修・コンピュータ研修を通して，専門職としての資質の向上を図る。

・公開講座を開催し，教育課題の解決に資するとともに教職員の指導力の向上を図る。

・研究発表大会を開催し，研究の成果を広く発表し，その普及を図る。

・小中学校教育相談担当者研修会を開催し，不登校児童生徒等への対応について研修を深める。

（３）教育相談に応じた指導・援助活動の充実 保護者・児童生徒・教職員及び市民の教育に関する相談

に応じ課題解決に向けての援助を行う

・電話・来室相談に対応し，相談者の課題解決に向けての援助活動を行う。

・幼児の教育相談や就学に関する相談について，適切な援助活動を行う。

・適応指導教室「ひろばモリーオ」では，不登校児童生徒の学校復帰に向けて，学校との連携を密に

するとともに 「モリーオ見学会」を開催し，保護者に対して相談・援助活動を行う。

・「モリーオ通信」を発行し，教育相談情報の発信に努める。

（４）教育情報の提供 教育に関する資料及び情報の収集・整備・提供の充実を図る

・ＮＲＴや学習定着度状況調査の結果を各学校に提供する。

・所報「こずかた」を発行し，積極的な教育情報の発信に努める。

・研究所所蔵の教育資料や教育情報の整備に努め，提供サ－ビスの充実を図る。

３ 本年度の事業

（１）研究事業

ア 専門研究員研究等
研究主題 研究の内容

保護者の子育て意識に関する調査研究 保護者の意識に関する調査を実施し，その傾向を明らかにする。（Ｈ

・ 年度等との比較）

 

情報モラル教育の在り方に関する研究 小中学校９年間を見通した情報モラル教育の在り方について考察す

る。

就学指導の手引作成に関する研究 就学指導の手引についての資料収集及び整理等を行い，作成に資す

る。

盛岡の教育の歩み 盛岡の教育の歴史についての資料収集及び盛岡の教育の歩み編纂の

ための基礎データを整理する。

イ 研究員研究

研究主題 研究の内容

社会科における知識や技能を活用し，

思考力･判断力･表現力等をはぐくむ学

習指導法の実践研究

改訂された小学校３・４年用社会科副読本を使用し、社会科における基

礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，それらを活用して思考力，

判断力，表現力等の能力をはぐくむための，具体的な授業改善の視点と

効果的な学習指導法を明らかにする。

算数・数学における知識や技能を活用

し，思考力・判断力・表現力等をはぐ

くむ学習指導法の実践研究

諸検査等による児童生徒の実態分析から，基礎的基本的な知識・技能を

習得させ，それらを活用して思考力，判断力，表現力等の能力をはぐく

むための，具体的な授業の改善の視点と効果的な学習指導法を明らかに

する。

英語科における知識や技能を活用し，

思考力・判断力・表現力等をはぐくむ

学習指導法の実践研究

諸検査等による児童生徒の実態分析から，基礎的基本的な知識・技能を

習得させ，それらを活用して思考力，判断力，表現力等の能力をはぐく

むための，具体的な授業の改善の視点と効果的な学習指導法を明らかに

する。

道徳的実践力を育成する「道徳の時間」

の在り方に関する実践研究

児童・生徒に道徳的価値及び自己の生き方についての自覚を深めさせ、

道徳的実践力を育成する「道徳の時間」の指導の在り方について明らか

にする。

小中学校における「情報モラル教育」

の在り方に関する実践研究

小中学校における情報モラル教育の推進の在り方について検討し，より

効果的な指導計画や授業展開等について提案する。

ウ 委託研究

研究主題 研究の内容 委託先

保育指導の在り方に関する実

践研究

・子どもの育ちにつながる指導の在り方についての実

践研究

盛岡市立幼稚園教育研

究会

小規模・複式学級における学

校連携の在り方に関する実践

研究

・小規模・複式学級における学校連携の在り方につい

ての実践研究

・授業研究交流会，集合学習

盛岡市小規模・複式教育

研究連盟

学校教育相談に関する実践研

究

・教育相談の機能を生かした生徒指導

・相談活動の在り方の事例的研究

盛岡市教育相談事例研

究会

小学校における体力向上に関

する実践研究

・業間運動や家庭地域との連携等、体力向上に向けた

全校体制での実践研究

体力向上推進委託研究

会

小中学校におけるキャリア教

育に関する実践研究

・児童生徒の発達段階に応じ、学校の教育活動全体を

通して行うキャリア教育の在り方の実践研究

キャリア教育委託研究

会

学校における盛岡の先人教育

の実践研究

・教育課程に「盛岡の先人」を位置付けた具体的な実

践研究

先人教育委託研究会

（２）研修事業

ア 一般研修

研修名 期 日 会 場

小学校体力向上研修会 月 日 火 西部公民館

保育園・幼稚園・小学校交流研修会 月 日 火 都南公民館

経２年教員研修会 月 日 火 都南分庁舎

小中学校教育相談担当者研修会 月 日 木 サンセール盛岡

教育研究所 公開講座 第 回 月 日 木 ･ 日 金

都南公民館

西部公民館

先人記念館

原敬記念館

遺跡の学び館 ほか
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第 回 月 日 金

都南公民館

西部公民館

先人記念館

原敬記念館

遺跡の学び館 ほか

教育研究所研究発表大会 月 日 金 キャラホール・都南公民館

養護教諭研修会 月 日 水 都南公民館

初任者研修

第 回 一般研修 月 日 金 先人記念館

第 回 授業研修 小

第 回 授業研修 中

月 日 水

月 日 金
初任者所属校

イ コンピュータ研修

研修名 期 日 会 場

コンピュータ操作研修会

（第１・２回公開講座）

７月 日 木 ・ 日 金

月 日 金
市内小・中学校

（３）教育相談事業

ア 教育相談

主な相談内容 担当・連絡先

いじめ 学校不適応 しつけ 非行 進路 就学等に

関する相談

教育相談室 （担当：教育相談員）

市役所本庁舎５階

（内）

学校不適応に関する校内研究会や研修会等での

指導・助言

学級経営 生徒理解などに関する学級担任等を対

象とした教育相談

イ 障害児の教育相談

主な相談内容 担当・連絡先

就学に関する相談

学校教育課 （担当：指導主事）

市役所都南分庁舎 階

－ （内）

教育相談室〔上記 アのとおり〕

言語障がいを主とする幼児の教育相談

幼児ことばの教室 （担当：障害児教育相談専門員）

桜城小学校 －

杜陵小学校 －

※ 又は市内のことばの教室のある学校

障がい児教育相談校による教育相談
特別支援学級並びに通級指導教室が設置されている小中学

校

ウ 不登校児童生徒の相談

主な相談内容 担当・連絡先

不登校児童生徒の相談

教育相談室〔上記 アのとおり〕

適応指導教室「ひろばモリーオ」 （担当：専門指導員）

中央通教室 －

仙北教室 －

「モリーオ見学会」の開催 水 月

不登校児童生徒の学校復帰への指導・助言 適応指導教室「ひろばモリーオ」 （担当：専門指導員）

中央通教室 －

仙北教室 －

通級児童生徒の保護者への指導・援助

通級児童生徒の学校・担任との連携

（４）教育情報事業

ア 資料収集・整備・貸し出し

① 教育に関する図書の購入・整備

② 県内外の研究物の収集・整理

③ 県内外の教育資料等の収集・整理

④ 「近代教育史」「盛岡の教育」の補完・資料収集
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第 回 月 日 金

都南公民館

西部公民館

先人記念館

原敬記念館

遺跡の学び館 ほか

教育研究所研究発表大会 月 日 金 キャラホール・都南公民館

養護教諭研修会 月 日 水 都南公民館

初任者研修

第 回 一般研修 月 日 金 先人記念館

第 回 授業研修 小

第 回 授業研修 中

月 日 水

月 日 金
初任者所属校

イ コンピュータ研修

研修名 期 日 会 場

コンピュータ操作研修会

（第１・２回公開講座）

７月 日 木 ・ 日 金

月 日 金
市内小・中学校

（３）教育相談事業

ア 教育相談

主な相談内容 担当・連絡先

いじめ 学校不適応 しつけ 非行 進路 就学等に

関する相談

教育相談室 （担当：教育相談員）

市役所本庁舎５階

（内）

学校不適応に関する校内研究会や研修会等での

指導・助言

学級経営 生徒理解などに関する学級担任等を対

象とした教育相談

イ 障害児の教育相談

主な相談内容 担当・連絡先

就学に関する相談

学校教育課 （担当：指導主事）

市役所都南分庁舎 階

－ （内）

教育相談室〔上記 アのとおり〕

言語障がいを主とする幼児の教育相談

幼児ことばの教室 （担当：障害児教育相談専門員）

桜城小学校 －

杜陵小学校 －

※ 又は市内のことばの教室のある学校

障がい児教育相談校による教育相談
特別支援学級並びに通級指導教室が設置されている小中学

校

ウ 不登校児童生徒の相談

主な相談内容 担当・連絡先

不登校児童生徒の相談

教育相談室〔上記 アのとおり〕

適応指導教室「ひろばモリーオ」 （担当：専門指導員）

中央通教室 －

仙北教室 －

「モリーオ見学会」の開催 水 月

不登校児童生徒の学校復帰への指導・助言 適応指導教室「ひろばモリーオ」 （担当：専門指導員）

中央通教室 －

仙北教室 －

通級児童生徒の保護者への指導・援助

通級児童生徒の学校・担任との連携

（４）教育情報事業

ア 資料収集・整備・貸し出し

① 教育に関する図書の購入・整備

② 県内外の研究物の収集・整理

③ 県内外の教育資料等の収集・整理

④ 「近代教育史」「盛岡の教育」の補完・資料収集

 

イ 教育情報の提供

① 所報「こずかた」（年 回）の企画・編集・発行

② ＮＲＴ結果 学習定着度状況調査結果等の速報値などの迅速な提供

③ 教育研究所の図書及び教育資料等の情報提供
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市立高等学校

１ 概要

（１）沿革等

本校は，大正９年に創立され，平成 年度に創立 周年を迎える。雫石川のほとり盛岡市の西部に位置し，秀

峰岩手山を眺望できる田園地帯の恵まれた環境にある。普通科 商業科 英語科の３学科を設置しており全学科男女

共学である。

（２）所在地

盛岡市上太田上川原 番地 （盛岡駅より バスで 分）

（ ） － ㈹

（ ） －

－ ＠

（３）敷地面積

㎡

（４）校舎及びグラウンド施設

校舎（ ㎡） ············· 鉄筋コンクリート造 階建（一部 階建）

第 体育館・格技場（ ㎡） · 鉄骨造 階建

第 体育館（ ㎡） ······· 鉄骨造 階建

プール（ ㎡） ··············

グラウンド（ ㎡） ······ 陸上競技場 サッカー場 野球場 テニスコート（ 面） ソフトボール場

弓道場

桜窓会館（ ㎡） ··········· 鉄筋コンクリート造 階建 合宿施設及び食堂（ 人収容）

その他の施設 ················ 部室 自転車置場

（５）生徒定員

学 科 学級数 定 員

普通科 学級 名

商業科 学級 名

英語科 学級 名

注）商業科 英語科は全県学区

英語科は平成 年度募集停止

２ 本校教育の内容と特色

（１）教育方針

本校は，県下唯一の市立高等学校として盛岡市民の期待と要望にこたえられるよう，次代を担う有為の人材の育

成を目標に，生徒一人ひとりの個性の伸長と能力開発に努め，心身ともに健全で，連帯を重んじ協調性に富む，調

和のとれた人間形成を目指す。

この目標に沿って，本校では，次のような青年の育成に努めている。

＞ 苦しさや厳しさに耐え，ひたむきに人生を生きる誠実な青年

＞ 心身の調和がとれ，強くたくましい精神力を持つ 明朗快活な青年

＞ 自らを高め，他人を人間として尊敬できる高潔な青年

（２）学習活動

普通科・商業科・英語科それぞれの特色を生かすとともに，学力の向上と生徒の進路実現をめざした教育課程を

編成している。

普通科は１学年から国公立大学への進学を目標とした特別進学コースと基礎学力の向上を重点とした普通コース

に分かれ，２学年からは生徒の進路希望に対応できるように 文系進学型 理系進学型 短期大学・専門学校進学型の

３コース制を採用し，進路の実現を図っている｡

商業科は，簿記 ワープロ コンピュータ等の資格取得に力を入れている｡また 社会人講師による授業など実践的

な学習を多く取り入れている｡

英語科は，コミュニケーション能力を高めるため，ＡＬＴによる授業やＬＬ教室を活用した授業に力を入れてい

る。

各学年とも課外授業 添削指導 各種模擬試験 面接指導等を積極的に実施し，進学 就職両面で生徒の進路希望達

成に努めている｡
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市立高等学校

１ 概要

（１）沿革等

本校は，大正９年に創立され，平成 年度に創立 周年を迎える。雫石川のほとり盛岡市の西部に位置し，秀

峰岩手山を眺望できる田園地帯の恵まれた環境にある。普通科 商業科 英語科の３学科を設置しており全学科男女

共学である。

（２）所在地

盛岡市上太田上川原 番地 （盛岡駅より バスで 分）

（ ） － ㈹

（ ） －

－ ＠

（３）敷地面積

㎡

（４）校舎及びグラウンド施設

校舎（ ㎡） ············· 鉄筋コンクリート造 階建（一部 階建）

第 体育館・格技場（ ㎡） · 鉄骨造 階建

第 体育館（ ㎡） ······· 鉄骨造 階建

プール（ ㎡） ··············

グラウンド（ ㎡） ······ 陸上競技場 サッカー場 野球場 テニスコート（ 面） ソフトボール場

弓道場

桜窓会館（ ㎡） ··········· 鉄筋コンクリート造 階建 合宿施設及び食堂（ 人収容）

その他の施設 ················ 部室 自転車置場

（５）生徒定員

学 科 学級数 定 員

普通科 学級 名

商業科 学級 名

英語科 学級 名

注）商業科 英語科は全県学区

英語科は平成 年度募集停止

２ 本校教育の内容と特色

（１）教育方針

本校は，県下唯一の市立高等学校として盛岡市民の期待と要望にこたえられるよう，次代を担う有為の人材の育

成を目標に，生徒一人ひとりの個性の伸長と能力開発に努め，心身ともに健全で，連帯を重んじ協調性に富む，調

和のとれた人間形成を目指す。

この目標に沿って，本校では，次のような青年の育成に努めている。

＞ 苦しさや厳しさに耐え，ひたむきに人生を生きる誠実な青年

＞ 心身の調和がとれ，強くたくましい精神力を持つ 明朗快活な青年

＞ 自らを高め，他人を人間として尊敬できる高潔な青年

（２）学習活動

普通科・商業科・英語科それぞれの特色を生かすとともに，学力の向上と生徒の進路実現をめざした教育課程を

編成している。

普通科は１学年から国公立大学への進学を目標とした特別進学コースと基礎学力の向上を重点とした普通コース

に分かれ，２学年からは生徒の進路希望に対応できるように 文系進学型 理系進学型 短期大学・専門学校進学型の

３コース制を採用し，進路の実現を図っている｡

商業科は，簿記 ワープロ コンピュータ等の資格取得に力を入れている｡また 社会人講師による授業など実践的

な学習を多く取り入れている｡

英語科は，コミュニケーション能力を高めるため，ＡＬＴによる授業やＬＬ教室を活用した授業に力を入れてい

る。

各学年とも課外授業 添削指導 各種模擬試験 面接指導等を積極的に実施し，進学 就職両面で生徒の進路希望達

成に努めている｡

 

（３）特別活動

心身ともに調和のとれた教育の推進を図るため，部活動への積極的参加とボランティア等の社会参加活動を推進

している。

部活動については，運動部 文化部 の部があり，生徒はいずれかの部に所属し活動している。運動部では 男

子新体操部，バドミントン部 バスケットボール部 バレーボール部 サッカー部 弓道部の活躍が目覚しく，特に，

男子新体操部，バドミントン部，バスケットボール部男子，弓道部女子の全国大会出場などが顕著である。文化部

は，放送部，ワープロ部，吹奏楽部，書道部，演劇部のレベルが高く，特に，放送部，書道部が全国大会等へ出品，

出場をしている。また，社会参加活動については， 部による福祉団体へのバザー益金の寄付や特別養護老人ホ

ームでの奉仕活動等を行っている。

（４）入学者選抜制度

本校の特色ある学校運営を推進し，教育目標にあった目的意識の高い生徒を募集するため，平成 年度から，一

般入試と推薦入試を併用した独自の入学者選抜制度を採用し実施している。推薦人試では，普通科及び商業科に推

薦Ａ（学業） 推薦Ｂ（スポーツ） 推薦Ｃ（一芸）の３区分を設定し，生徒の個性や能力・特長を生かした選考を

行う。一般入試は，県立高校入試に準じて同日程 同内容で行っている。

なお，平成 年度からは，普通科特別進学コースで，前期日程と後期日程に分けて募集することとしている。

（５）生徒の構成（平成 年５月１日現在）

ア 学科別在籍生徒数 （単位：人）

区 分 年 年 年 計

普通科
男

女

商業科
男

女

英語科
男

女

計

イ 出身中学校市町村別生徒数 （単位：人）

区分 盛岡市 八幡平市 矢巾町 紫波町 滝沢市 雫石町 岩手町 その他 計

年

年

年

計

（６）最近 か年の卒業生の動向

ア 進学状況（過年度卒業者を含む） （単位：人）

区 分
普 商 英 普 商 英 普 商 英 普 商 英 普 商 英

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

医療系専門

専門・文部科学

省外

イ 就職状況 （単位：人）

区 分
普 商 英 普 商 英 普 商 英 普 商 英 普 商 英

盛岡市管内

岩手県内

県 外
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市立幼稚園

１ 概要

（１）沿革等

盛岡市立幼稚園は 昭和 年設立の太田幼稚園を筆頭に 年に米内幼稚園 年につなぎ幼稚園の順で設置さ

れた。 また 昭和 年に設置された玉山村立好摩幼稚園は平成 年１月に盛岡市に編入となった。いずれも盛岡

市内に居住する満三歳児から小学校就学始期に達するまでの幼児を対象としているが，満三歳児については，園の

実情により受け入れ可能な場合に入園を許可している。

砂遊び（好摩幼稚園） 道路つくり（好摩幼稚園）

（２）所在地

名 称 所在地 電 話

太 田 盛岡市上太田吉本９ （ ） －

米 内 盛岡市上米内字米内沢 （ ） －

つなぎ 盛岡市繋字舘市 － （ ） －

好 摩 盛岡市玉山区好摩字上山 －１ （ ） －

（３）施設の概要

名 称 敷地面積（㎡） 園舎面積（㎡） 施設内容

太 田 保育室 遊戯室 職員室 湯沸室 教材室 プール その他

米 内 〃

つなぎ 〃

好 摩 〃

（４）園児数・学級数 （平成 年 月 日現在）

名称 歳児 歳児 歳児 計

太 田

男

女

計

学級数

米 内

男

女

計

学級数

つなぎ

男

女

計

学級数

好 摩

男

女

計

学級数
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市立幼稚園

１ 概要

（１）沿革等

盛岡市立幼稚園は 昭和 年設立の太田幼稚園を筆頭に 年に米内幼稚園 年につなぎ幼稚園の順で設置さ

れた。 また 昭和 年に設置された玉山村立好摩幼稚園は平成 年１月に盛岡市に編入となった。いずれも盛岡

市内に居住する満三歳児から小学校就学始期に達するまでの幼児を対象としているが，満三歳児については，園の

実情により受け入れ可能な場合に入園を許可している。

砂遊び（好摩幼稚園） 道路つくり（好摩幼稚園）

（２）所在地

名 称 所在地 電 話

太 田 盛岡市上太田吉本９ （ ） －

米 内 盛岡市上米内字米内沢 （ ） －

つなぎ 盛岡市繋字舘市 － （ ） －

好 摩 盛岡市玉山区好摩字上山 －１ （ ） －

（３）施設の概要

名 称 敷地面積（㎡） 園舎面積（㎡） 施設内容

太 田 保育室 遊戯室 職員室 湯沸室 教材室 プール その他

米 内 〃

つなぎ 〃

好 摩 〃

（４）園児数・学級数 （平成 年 月 日現在）

名称 歳児 歳児 歳児 計

太 田

男

女

計

学級数

米 内

男

女

計

学級数

つなぎ

男

女

計

学級数

好 摩

男

女

計

学級数

 

２ 各園の指導及び運営方針

（１）太田幼稚園

○ 幼児一人ひとりが 遊びを通して自分らしさを発揮できるような環境づくりを配慮し 発達に必要な経験を積

み重ねていけるようにする。

○ さまざまな人と豊かにかかわる経験を通して 協力し合う態度や思いやりの心・信頼し合う心を育てていく。

○ 畑作りなど身近な自然環境に触れる体験や社会体験を通して感動する心を育て 知的好奇心が培われるように

する。

○ 絵本環境を整えて 良い絵本やお話に触れる機会をつくる。また 絵本貸し出しによって 家庭での読み聞かせ

を奨励する。

○ 幼児だけでなく 保護者も一緒に体験できるような機会を計画的につくり 保護者が子どもの気持ちや発達の

理解が具体的にできるように援助し 子育てを支援していく。

○ 小学校や地域との連携を図り，交流する中で幼児が豊かな体験を積み重ねていけるようにしていく。

（２）米内幼稚園

○ 人への信頼感や思いやりの気持ちを育てると共に すすんで挨拶できるように指導する。

○ 園周辺・地域の自然を生かした遊びや活動を豊かに取り入れ 自然への好奇心や関心を培っていく。

○ 体を十分使った遊びに積極的に取り組んでいけるよう指導と環境作りを工夫し 基礎的な体力を高めながら幼

児同士の交流が豊かに積み重ねられていくようにする。

○ 絵本に親しみ豊かな情操や心情を培っていけるよう園文庫を整備し 絵本指導に積極的に取り組む。さらに家

庭での親子読書を奨励し働きかけていく。

○ 小学校との連携を図り 教職員同士の相互理解をすすめると共に 幼児と小学生との交流を通して幼児の活動

を豊かにしていく。

（３）つなぎ幼稚園

○ 幼児が主体的に遊びや生活に取り組んでいけるような環境づくりを工夫し 発達に必要な経験を積み重ねてい

けるようにする。

○ 幼児同士が十分かかわる中で相手の思いに気付いていけるようにし 協力し合う態度や他を思いやる気持ちを

育てていく。

○ 畑作りや園周辺の野山での遊びなどを通し 感動する心や自然を大切にしようとする心を育てていく。

○ 良い絵本や童話に触れる機会を多くつくり 豊かな創造性や心情を培っていく。

○ 家庭や地域 繋小中学校と密接な連携をとりながらあいさつ，絵本の読み聞かせを中心に個々の育ちを援助し

ていく。

（４）好摩幼稚園

○ 一人ひとりの幼児が自立に向かって力が培われるよう指導援助をしていく。

○ 幼児が主体的に遊びや生活に取り組み，発達に必要な経験を積み重ねながら，最後までやり遂げる心や力が培

われるようにしていく。

○ さまざまな人とかかわる体験の中で，協力し合う態度，人への信頼感，思いやりの気持ちを育てていく。

○ 進んで挨拶をし，「ありがとう」や「ごめんなさい」など人として大切なことばを心から言えるように，一人

ひとりの育ちに合わせて指導援助をしていく。

○ 園での読み聞かせを充実していくと共に，家庭読書を奨励し，友達や家族と日々読み聞かせに親しみながら，

豊かな心情や命の尊さ・感動する心を育んでいけるようにしていく。

○ 小学校・地域・家庭との連携をすすめ，地域社会の中で幼児が豊かな体験を積み重ねていけるようにしていく。
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学校給食センター

都南学校給食センター 玉山学校給食センター

１ 学校給食センターの概要

区 分 都南学校給食センター 玉山学校給食センター

位 置

盛岡市東見前 地割 番地 盛岡市玉山区川崎字川崎 番地

－ －

－ －

設置年月日 昭和 年 月 日
昭和 年 月

（改築：平成 年５月 日）

施設の概要

敷地面積 ． ㎡ 敷地面積 ㎡

建物面積 建物面積

調理場 鉄骨 階建等 延 ． ㎡ 調理場 鉄骨平屋建 延 ㎡

車 庫 鉄骨平屋建等 延 ． ㎡ 車 庫

計 延 ． ㎡ 計 延 ㎡

調理能力 食 食

給食方法
週 回 米飯：月・火（隔週）・水・金

パン：火（隔週）・木
週 回 米飯：月・火・木・金 パン：水

給食輸送 委託輸送 （ 台） 委託輸送 （ 台）

２ 給食実施状況（平成 年度）

区 分 学校数 児童・生徒数 給食回数 米飯回数

都南学校給食

センター

小学校 （週 ． ）

中学校 （週 ． ）

計

玉山学校給食

センター

小学校 （週 ． ）

中学校 （週 ． ）

計

注）給食費等については，学校給食実施状況を参照して下さい。
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学校給食センター

都南学校給食センター 玉山学校給食センター

１ 学校給食センターの概要

区 分 都南学校給食センター 玉山学校給食センター

位 置

盛岡市東見前 地割 番地 盛岡市玉山区川崎字川崎 番地

－ －

－ －

設置年月日 昭和 年 月 日
昭和 年 月

（改築：平成 年５月 日）

施設の概要

敷地面積 ． ㎡ 敷地面積 ㎡

建物面積 建物面積

調理場 鉄骨 階建等 延 ． ㎡ 調理場 鉄骨平屋建 延 ㎡

車 庫 鉄骨平屋建等 延 ． ㎡ 車 庫

計 延 ． ㎡ 計 延 ㎡

調理能力 食 食

給食方法
週 回 米飯：月・火（隔週）・水・金

パン：火（隔週）・木
週 回 米飯：月・火・木・金 パン：水

給食輸送 委託輸送 （ 台） 委託輸送 （ 台）

２ 給食実施状況（平成 年度）

区 分 学校数 児童・生徒数 給食回数 米飯回数

都南学校給食

センター

小学校 （週 ． ）

中学校 （週 ． ）

計

玉山学校給食

センター

小学校 （週 ． ）

中学校 （週 ． ）

計

注）給食費等については，学校給食実施状況を参照して下さい。

平成 年度盛岡市教育振興運動推進の方針

１ 基本方針 教育コミュニティの建設を目指す教育振興運動の展開

（１）運動展開の方向

国際社会，情報化時代と言われる現代において，いかにして人類の平和と繁栄の道を求めて前進するかが最大

の課題であり，その課題解決のために教育への期待も大きく，教育共同体を基盤とした運動の展開が求められて

おります。また，激変する時代背景の中で自然との調和を目指しての新しい人間愛を形成する必要があり，その

ために生涯にわたり学習し続ける力を青少年期において身に付けておかなければなりません。明日の世代を担う

子どもたちが豊かな心と健康な体を持って成長することは，親はもとよりすべての市民の願いであります。子ど

もたちは，家庭や地域社会で，現実の生活の営みに，その構成員としての責任のもとに役割を果たしていくとき，

体験によって社会性を身に付け，人生を生き生きと真剣にとらえることができます。また，幅広い人間関係の中

で，自らの心の在り方や態度を振り返ります。さらに，探求心や生活課題の発見につながり，学校における学習

意欲に発展するものです。教育振興運動は，よい子どもの育つ環境づくりのために，実践主題を「健全育成」「学

力向上」「健康安全」を柱として地域教育の課題を踏まえ，その解決を目指し，創意と工夫による実践的な運動で

あります。

この運動を展開するに当たり，児童・生徒，家庭，地域社会，学校，教育行政の五者の役割を明確にしながら，

それぞれの責任において目標達成に努めるとともに，五者の連携を一層深めていく必要があります。平成 年度

からスタートした第 次５か年計画も，今年が最終年となります。「家庭・地域社会・学校が一体となって，心

豊かな「盛岡の子」を育もう―じっくり読書，たっぷり体験，しっかり生活―」の目標を掲げて取り組んできた

５年間の成果をまとめ，次期 か年の計画を策定する年となりますので，全市を上げて運動を盛り上げ，青少年

の健全育成を一層充実していきたいと考えております。

（２）運動の方針

ア 五者がそれぞれの役割を実践し，相互連携を強化する。

【児童生徒】体を鍛え豊かな心を持ち，進んで学習し社会のために尽くす。

【家 庭】家族としての自覚を持ち，家庭内でのそれぞれの役割を果たす。

【地域社会】隣近所，地域の連帯感を高め，具体的実践に取り組む。

【学 校】家庭や地域との連携を強め，学習指導・校外指導の充実を図る。

【行 政】関係機関との連絡調整を図り，相互連携の充実に努める。

イ 活動の推進を通して，教育振興運動についての理解を深める。

ウ 自主的で多様な学習の機会を設定し，その継続・拡大を図る。

エ 地域の課題解決に向けて，組織的・計画的な取組をする。

オ 中学生の社会参加活動への取組を継続・強化する。

カ 保育園や幼稚園，小・中学校の連携を重視した運動を展開する。

キ 市民運動や「いわて教育の日」との連携を強めた運動の展開を図る。

（３）具体的方針

ア 自主的な地区集会を通して，地域ぐるみで運動を進めます。

イ 各地区の課題を重視します。

ウ 集会地区を設定し，実践発表会を開いて他地区との交流を図ります。

エ 中学生の社会参加活動に積極的に取り組みます。

オ 盛岡市教育振興運動の 周年記念事業と第 次 カ年計画の策定に取り組みます。

２ 第 次５か年計画

運動の目標 家庭・地域社会・学校が一体となって，心豊かな「盛岡の子」を育もう

―じっくり読書，たっぷり体験，しっかり生活―

運動の重点

［学力向上（かしこく） ］ 読書や家庭学習の習慣化 学校における学び方の指導などによる

［健全育成（あかるく） ］ 郷土の先人や自然 歴史や文化とのふれ合い 奉仕やボランティア活動への参加

などの体験による

［健康安全（たくましく）］ 規則正しい生活習慣の確立や 運動 外遊びの奨励 交通安全の徹底などによる

共通取組目標
みんなで読書に取り組もう
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実
践
活
動

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
実
践
例

点重 児童・生徒 家庭 地域社会 学校 行政

学
力
向
上
（

じ
っ
く
り
読
書

）

・進んで読書をし

て心を耕そう（心

に残る本 感動す

る本を見つけよ

う）（いい本を友だ

ちに紹介しよう）

・読み聞かせや親子

読書に取り組む。（家

での読書時間確保

テレビを消しての読

書 家族読書の日の

設定 図書ボランテ

ィアなど）

・読書環境を整備

する。（地区セン

ター等の図書整

備 本のリサイ

クル 読み聞か

せ 地域文庫な

ど）

登

下

校

の

安

全

を

守

ろ

う

・読書指導を充実す

る。（一斉読書，図書

室の利用促進，推薦図

書紹介，読書週間，読

書ノート活用，伝記や

先人読本，家庭・地域

への働きかけなど）

・読書の環境や情報

を提供する

・「子どもの読書活動

推進計画」を推進す

る。

・学校の授業に集

中して取り組もう

・学校への学習支援

を行う。（学校支援ボ

ランティア，環境整

備など）

・学校への学習支

援を行う。（地域

の先生，環境整備

など）

・基礎・基本の指導の

徹底を図る。

・教育振興運動や今

次運動の目標に関す

る情報・資料を提供

する。

・家庭学習を毎日

続けて行おう

・家庭学習を見守り

励ます

・学習環境を改善す

る。（テレビを消して

の学習など）

・家庭での時間の使

い方の工夫

・地域活動センタ

ー等の活用を図

る。

・家庭学習の仕方を指

導する。

・家庭学習の内容の充

実を図る。

・関係機関や団体と

の連携を強化する

健
全
育
成
（

た
っ
ぷ
り
体
験

）

・郷土の先人や自

然とふれ合おう

・郷土の歴史や文

化とふれ合おう

・郷土の先人や自然

とのふれ合いを奨励

する

・郷土の歴史や文化

とのふれ合いを奨励

する

・郷土の先人や自

然，歴史や文化の

ふれ合いへの支

援・協力をする

・郷土の先人や自然，

歴史や文化を教え，ふ

れ合う活動への参加

を勧める

・実践活動の交流の

場を提供する

・地域の奉仕活動

やボランティア活

動に参加しよう

（環境保護，美化

活動，社会福祉活

動）

・地域の奉仕活動や

ボランティア活動に

参加する

・奉仕活動やボラ

ンティア活動の

機会を提供し，活

動を見守り育て

る

・奉仕活動やボランテ

ィア活動の意義を教

え，活動を促す

・各学校区協議会へ

の経費援助を行う

・地域の行事や活

動に参加しよう

・親子で地域行事に

参加する

・地域全体で取り

組める活動を行

う（世代間交流，

環境保護活動等）

・地域の活動と連携を

図る

・「地域との協働によ

る学校運営」を推進

する

・地域伝承活動に

参加しよう

・伝承活動への理解

を深め参加を勧める

・伝承活を守り伝

える

・地域の伝承活動を紹

介する

・第１０次５か年計

画実施の成果と課題

を把握する

・子ども会活動に

進んで参加しよう

・子ども会活動への

参加を勧める

・子ども会育成会に

積極的に参加する

・子ども会活動へ

の理解と支援を

行う

・子ども会活動へ支

援・協力をする

・第１１次５か年計

画を策定する

・社会参加活動に

取り組もう

・児童・生徒の社会

参加活動を見守る

・児童・生徒の社

会参加活動の機

会を作り活動を

誉め励ます

・児童・生徒の社会参

加活動を勧める

･少年指導員や子ど

も会活動指導者等の

養成をする

・家族の一員とし

て手伝いや仕事を

しよう

・社会生活のルー

ルを守ろう

・家庭内での役割分

担をする

・社会生活のルール

やマナーを守らせる

・行事や活動での

マナーを指導し

誉め育てる

・地域社会のルー

ルを教える

・家族としての役割や

責任を教える

・規範意識を高める道

徳教育等の充実を図

る

・児童・生徒の社会

参加活動を推進する

・学校でも，家で

も，地域でもあい

さつをしよう

・家庭内で互いにあ

いさつをする

・地域でのあいさ

つ運動を展開す

る

・校内でのあいさつ運

動を展開する

健
康
安
全
（

し
っ
か
り
生
活

）

・家での過ごし方

を考え生活リズム

を整えよう（早

寝・早起き・朝ご

はん，テレビ等の

視聴時間，家庭学

習，読書，運動な

ど）

・家での生活リズム

を確立する（早寝・

早起き・朝ごはん，

テレビ等の視聴時

間，家庭学習，読書，

運動等のルールづく

りなど）

・生活リズム確立

のための環境づ

くりをする

・学校での生活リズム

を確立する

・スポーツやレク

リエーション活動

を行おう

・家庭でスポーツや

レクリエーション活

動を行う

・少年指導員，ス

ポーツ少年団の

指導者等を活用

・体育指導や保健指導

を充実する
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実
践
活
動

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
実
践
例

点重 児童・生徒 家庭 地域社会 学校 行政

学
力
向
上
（

じ
っ
く
り
読
書

）

・進んで読書をし

て心を耕そう（心

に残る本 感動す

る本を見つけよ

う）（いい本を友だ

ちに紹介しよう）

・読み聞かせや親子

読書に取り組む。（家

での読書時間確保

テレビを消しての読

書 家族読書の日の

設定 図書ボランテ

ィアなど）

・読書環境を整備

する。（地区セン

ター等の図書整

備 本のリサイ

クル 読み聞か

せ 地域文庫な

ど）

登

下

校

の

安

全

を

守

ろ

う

・読書指導を充実す

る。（一斉読書，図書

室の利用促進，推薦図

書紹介，読書週間，読

書ノート活用，伝記や

先人読本，家庭・地域

への働きかけなど）

・読書の環境や情報

を提供する

・「子どもの読書活動

推進計画」を推進す

る。

・学校の授業に集

中して取り組もう

・学校への学習支援

を行う。（学校支援ボ

ランティア，環境整

備など）

・学校への学習支

援を行う。（地域

の先生，環境整備

など）

・基礎・基本の指導の

徹底を図る。

・教育振興運動や今

次運動の目標に関す

る情報・資料を提供

する。

・家庭学習を毎日

続けて行おう

・家庭学習を見守り

励ます

・学習環境を改善す

る。（テレビを消して

の学習など）

・家庭での時間の使

い方の工夫

・地域活動センタ

ー等の活用を図

る。

・家庭学習の仕方を指

導する。

・家庭学習の内容の充

実を図る。

・関係機関や団体と

の連携を強化する

健
全
育
成
（

た
っ
ぷ
り
体
験

）

・郷土の先人や自

然とふれ合おう

・郷土の歴史や文

化とふれ合おう

・郷土の先人や自然

とのふれ合いを奨励

する

・郷土の歴史や文化

とのふれ合いを奨励

する

・郷土の先人や自

然，歴史や文化の

ふれ合いへの支

援・協力をする

・郷土の先人や自然，

歴史や文化を教え，ふ

れ合う活動への参加

を勧める

・実践活動の交流の

場を提供する

・地域の奉仕活動

やボランティア活

動に参加しよう

（環境保護，美化

活動，社会福祉活

動）

・地域の奉仕活動や

ボランティア活動に

参加する

・奉仕活動やボラ

ンティア活動の

機会を提供し，活

動を見守り育て

る

・奉仕活動やボランテ

ィア活動の意義を教

え，活動を促す

・各学校区協議会へ

の経費援助を行う

・地域の行事や活

動に参加しよう

・親子で地域行事に

参加する

・地域全体で取り

組める活動を行

う（世代間交流，

環境保護活動等）

・地域の活動と連携を

図る

・「地域との協働によ

る学校運営」を推進

する

・地域伝承活動に

参加しよう

・伝承活動への理解

を深め参加を勧める

・伝承活を守り伝

える

・地域の伝承活動を紹

介する

・第１０次５か年計

画実施の成果と課題

を把握する

・子ども会活動に

進んで参加しよう

・子ども会活動への

参加を勧める

・子ども会育成会に

積極的に参加する

・子ども会活動へ

の理解と支援を

行う

・子ども会活動へ支

援・協力をする

・第１１次５か年計

画を策定する

・社会参加活動に

取り組もう

・児童・生徒の社会

参加活動を見守る

・児童・生徒の社

会参加活動の機

会を作り活動を

誉め励ます

・児童・生徒の社会参

加活動を勧める

･少年指導員や子ど

も会活動指導者等の

養成をする

・家族の一員とし

て手伝いや仕事を

しよう

・社会生活のルー

ルを守ろう

・家庭内での役割分

担をする

・社会生活のルール

やマナーを守らせる

・行事や活動での

マナーを指導し

誉め育てる

・地域社会のルー

ルを教える

・家族としての役割や

責任を教える

・規範意識を高める道

徳教育等の充実を図

る

・児童・生徒の社会

参加活動を推進する

・学校でも，家で

も，地域でもあい

さつをしよう

・家庭内で互いにあ

いさつをする

・地域でのあいさ

つ運動を展開す

る

・校内でのあいさつ運

動を展開する

健
康
安
全
（

し
っ
か
り
生
活

）

・家での過ごし方

を考え生活リズム

を整えよう（早

寝・早起き・朝ご

はん，テレビ等の

視聴時間，家庭学

習，読書，運動な

ど）

・家での生活リズム

を確立する（早寝・

早起き・朝ごはん，

テレビ等の視聴時

間，家庭学習，読書，

運動等のルールづく

りなど）

・生活リズム確立

のための環境づ

くりをする

・学校での生活リズム

を確立する

・スポーツやレク

リエーション活動

を行おう

・家庭でスポーツや

レクリエーション活

動を行う

・少年指導員，ス

ポーツ少年団の

指導者等を活用

・体育指導や保健指導

を充実する

したスポーツや

レクリエーショ

ン活動に取り組

む

・自分で自分の身

を守り交通安全に

努めよう

・危険な道路や遊び

場などについて指導

する

・交通安全教室を

開催する

・公園や遊び場の

環境整備をする

・不審者対策や交通安

全指導を徹底する

・食の大切さを知

り，望ましい食習

慣を身に付けよう

・食を大切にする心

を育てる

・家族そろって楽し

く食べる機会を増や

す

・郷土料理や行事

食などの食文化

を継承する

・食の大切さを教え，

食に関する指導を充

実させる（先人給食な

ど）

・外で友だちと元

気に遊ぼう

・屋外での友だちと

の遊びを勧める

・屋外での遊びを

見守る

・屋外での友だちとの

遊びを勧める

３ 教育振興運動事業日程

期 日 事業内容 会 場

５月１３日（水） 第 回常任委員会 都南分庁舎

５月２９日（金） 盛岡市教育振興推進委員会総会 都南文化会館

７月２７日（月）

～７月２９日（水）

中学生社会参加活動促進事業

リーダー研修会
区界高原少年自然の家

１１月 ７日（土）
第Ⅰ地区集会 
（大宮中学校区） 大宮中学校 

１０月１７日（土）
第Ⅱ地区集会 
（大新小学校区・城西中学校区） 西部公民館 

１０月３１日（土）
第Ⅲ地区集会 
（山岸小学校区） 山岸小学校 

１０月１０日（土）
第Ⅳ地区集会 
（北松園中学校区・松園小学校区） 松園地区公民館 

１０月３１日（土）
第Ⅴ地区集会 
（杜陵小学校区・城東中学校区） 盛岡劇場 

１１月 ７日（土）

第Ⅵ地区集会 
（羽場小学校区・手代森小学校区・ 
乙部中学校区） 

乙部中学校 

１１月１４日（土）

第Ⅶ地区集会

（巻堀中学校区・巻堀小学校区・

好摩小学校区）

姫神ホール

１１月２５日（水） 第２回常任委員会 都南分庁舎 

１月２３日（土） 中学生社会参加活動推進事業実践発表会 中央公民館

２月 ６日（土） 盛岡市教育振興運動実践発表大会 盛岡市民文化ホール
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